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推進校 岩見沢市立第二小学校 
校長名 澤 口 純 一 教職員数   １８名 

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 特別支援 合 計 

学級数 １ １ １ １ １ １ ２ ８ 

児童数 ２０ １４ １６ ２７ ２１ ２１ ７ １２６ 

住 所 

電 話 

ＦＡＸ 

ＵＲ－Ｌ 

岩見沢市上幌向南３条７丁目６２４番地 

０１２６－２６－１５０４ 

０１２６－２６－２１９８ 

dainis@edu.hamanasu.com 

 

Ⅰ 学校教育目標   

      「心身健やかに、よく考え、協調し合う子の育成」  

 

【目指す姿】・学び合う子 ・認め合う子 ・磨き合う子 

 

 

Ⅱ 中期及び単年度の具体的目標 

（１）発達支持的生徒指導の機能を活かした学びの推進  

新しい時代を生き抜く力を育むために、児童が主体的に問題や課題を発見し解決・探究する「自立した

学習者」としての資質・ 能力の伸長を果たす。そのために、教師が一人ひとりの児童に対する理解を深

め、支持的親和的な集団をつくり、生徒指導の機能を活かした授業を展開することを最上位の目標とす

る。  

（２）「業務改善」「エリア連携の推進」  

子どもを徹底して大切にする教育の実現に向けて、職員の業務を見直し、環境改善を図   る。また、

数年先の小中一貫教育実施を念頭に置き、コミュニティ・エリアを機能化し、地域の教育力を学びに組み

込む。 

 

 目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 〈具体的指標〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 各種具体的な計画 

 

（１） 適切な教育課程の編成、実施、評価、改善の推進  

① 学びの効果を引き上げるために、各指導計画のカリキュラム・マネジメントを実施する。   

② 外国語や外国文化への関心を高め主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする子

を育成する。  

③ 探究的な見方・考え方を働かせ、共生社会を生きる態度を総合的な学習の時間で育む。  

④ 各教科や道徳科、外国語活動及び特別活動で身に付けた知識や技能等を横断的に関連付け、学習

や生活の場面で生かそうとする実践態度を育てる。  

 

（２）一人一人の子どもを主語にした学びの充実  

① 「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業実践による、身に付ける資質・能力の伸長をはか

る。  

② 子どもとの対話により、「教える」べきことを教え、「考えさせる」べきことを考えさせる授業を展開

する。  

③ ＩＣＴ活用(ＧＩＧＡスクール構想)を踏まえた個別最適な学びを推進し、個の資質・能力の伸長に資す 

 る。  

④ 学習スキルを向上と学習ルールの徹底によって学びのベクトルを形成する。  



 

⑤ 他者と課題解決したり，合意形成を図ったり，意思決定したりしながら協働する力や深く追究する

力を育成する。  

 

（３）児童理解に基づく発達支持的生徒指導の推進  

① 子どもの人権の尊重と児童理解を基本にし、認め・励ます受容の姿勢で一人一人の良さや可能性 

を伸ばし、自己実現を図る支援を推進する。  

② 「自己指導力の育成」を踏まえた学習指導を推進する。児童が学習の振り返りを踏まえた自己調 

整を行い、主体的な学びを進めるための指導・支援を推進する。  

③ 客観（Hyper Q-U等）と主観（教師の目）を生かした日常のきめ細かな情報収集から分析と見立 

てを行い、児童理解を深める。  

 

（４）豊かな心をはぐくみ、人間としての生き方を考える道徳教育の推進  

① 考え議論する道徳科の学習を通じて、自分の生き方や行動への「気づき」の心を育て、自立心と 

強い意志、いたわりと思いやりの心など、よりよく生きるために必要な力を育てる。  

② 道徳的実践意欲と態度が醸成されるように、資料を効果的に活用したり、家庭と連携したりする 

等、学びの効果を高める指導を推進する。  

③ 「傾聴・受容・共感」の信頼関係を築くために、ピア・サポートの手法を日常の授業で取り入れ、 

支持的・親和的な集団づくりを推進する。  

 

（５）共生社会の構築に向けた特別支援教育の推進  

① 個の特性に応じた教育課程、個別の指導計画の編成・実施・改善を行う。  

② 「困り感」を持つ児童に対する合理的配慮と教育的支援を組織的に行う。  

③ 児童の個性に応じた成長を願い、保護者と共有・連携を進めながら適切に教育相談、就学支援を 

行う。  

④ 共生社会の構成に向けて、インクルーシブ教育の充実に努める。  

⑤ 児童理解に関する研修、資料提供を行い、個性や特性をふまえた的確な指導を推進する。   

 

（６）健康でたくましい体をつくる教育の推進  

① 児童の生活を通して体つくり運動や遊びを推奨し、体力の向上と体力づくりの生活習慣化を図る。  

② 個々に目標を持たせた「朝の体力づくり」や「縄跳び発表会」等、体力向上の企画を充実させる。  

③ 家庭や関係機関との連携を図り、自他の生命を尊重する態度や危機回避能力を育成する。  

④ 健康で安全な生活習慣の定着を図り、生活を自己調整する力を身につけさせ、維持増進に努める 

実践的態度の育成を図る。  

 

（７）コミュニティ・エリアを基盤とした地域連携・小中連携の推進  

① 地域・上幌向中学校との連携に努め、地域全体で子どもを育成する基盤をつくる。  

② 学校だより・授業参観・学校行事等の機会を通して、学校経営ビジョンの浸透及び成果と課題を 

明確にするとともに、学校運営協議会（コミュニティ・エリア）の意見を参考に経営改善を図る。  



 

③ 関係機関・団体と連携し、地域の人的・物的資源を積極的に活用する。  

④ 校種間連携及び社会教育等、関係機関と連携を図り、児童生徒の健全育成を目指した指導を推進す 

る。  

⑤ 岩見沢市の教育施策に基づき、小中一貫教育を念頭においた連携を図る。  

 

（８）学びの充実に資する研修の推進  

① 統一性と一貫性のある組織的な研修を推進し、児童の「学びに向かう力」を引き上げる。  

② 教育研究所と連携し、指定事業の推進や個別研修の機会を有効活用し、授業スキル・指導スキル 

の向上を進める。  

③ 個別最適な学びと協働的な学び、GIGAスクール構想等、時代・社会の要請に応じた教育活動に 

 向けた研修を図り、共通理解のもと実践を重ねる。  

④ 外部講師の招聘や外部の研究会等の参加を積極的に進め、指導力の向上を図る。 

 

 

 

Ⅳ 各種評価結果と改善策 

年２回学校評価を行うことで、前期で受けた課題を教職員全体で共有し、改善を図る場を設定した。それに

より、全校での統一した指導が行え、第二小スタイルとして定着してきた。 

また、後期からは本校の目指す子ども像の具体的指標をアンケート項目にしたことにより、「目指す姿」の達

成度を可視化できるようなった。児童―保護者―教職員の意識の差を明確に捉え、素早く対応していくことを

今年度も重点とした。アンケート結果をもとに、各分掌グループで協議・改善策の提示を行い、職員全体で学

校改善の視点をもったことが大きな収穫と言える。 

 今後は、子どもたちの願い、地域・保護者の願いを受け止め、時代や地域の実態に適した学校運営を進める

ため、中学校区での連携した評価を重点化させる必要がある。 

 

 

Ⅴ 資料 

 ・前期学校評価アンケート集計資料 

 ・教務提案見解 

 ・学校便り第７号（前期アンケート結果の公表） 

 ・後期学校評価アンケート集計資料 

 ・教務提案見解 

 ・学校便り第 1２号（後期アンケートの結果公表） 

 ・上幌向中学校区学校運営協議会評価資料 

 



学校評価アンケート結果（一覧） 
2023/08/16  教務Ⅰ 岡 和輝 

 
 

 

 

NO． 質　　問　　項　目 そう思う
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どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない
そう思う
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そう思わ

ない

そう思わ

ない
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といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

1
学校は説明がわかりやすく児童が主
体的に活動する授業づくりをしてい
る。

40.9% 56.8% 2.3% 45.5% 54.5% 76.3% 20.6% 3.1%

いっしょうけんめい、授業に参加して
いる。

71.3% 28.8%

何を学習したのかよくわかる。 76.3% 21.3% 2.5%

先生が黒板に書く字の大きさや色は
見やすい。

86.3% 11.3% 2.5%

学習が進む速さはちょうどよい。 71.3% 21.3% 7.5%

2
学校はタブレットの活用など学力向
上のための取り組みをしている。 61.4% 27.3% 6.8% 4.5% 90.9% 9.1%

タブレットを使って学習を進めること
ができる。 86.3% 13.8%

3
児童は授業での学習内容を活かし
主体的に家庭学習に取り組んでい
る。

31.8% 47.7% 18.2% 2.3% 18.2% 54.5% 27.3%
自分で計画して，進んで家庭学習
や宿題をしている。 72.5% 22.5% 3.8% 1.3%

4
学校は児童の学習状況を適切に評
価している。 59.1% 38.6% 2.3% 36.4% 63.6% 67.9% 25.8% 5.0% 1.3%

わからないことがあれば、積極的に
先生に聞いたり、調べたりしようとし

67.5% 28.8% 2.5% 1.3%

わからないところは、くり返し練習し
ている。

55.0% 36.3% 6.3% 2.5%

先生は、発表や質問をよく聞いてく
れる。

81.3% 12.5% 6.3%

5
お子さんは学校に通うことが楽しいと
感じている。 52.3% 40.9% 4.5% 2.3% 45.5% 54.5% 学校は楽しい。 75.0% 17.5% 1.3% 6.3%

6
学級は児童一人一人が受け入れら
れる居心地の良い場所になってい
る。

50.0% 43.2% 6.8% 36.4% 45.5% 18.2% 78.1% 18.1% 3.1% 0.6%

学校では、自分の仕事を最後までが
んばることができる。

81.3% 15.0% 3.8%

友だちと協力して、役割や仕事に取
り組んでいる。

75.0% 21.3% 2.5% 1.3%

7
児童は明るく元気にあいさつしてい
る。 31.8% 61.4% 6.8% 18.2% 72.7%

礼儀正しく話をしたり、進んであいさ
つをしたりできている。 70.0% 27.5% 2.5%

8
学校はアンケートや相談活動など，
悩み事への対応やいじめのない学
校作りをしている。

36.4% 61.4% 2.3% 81.8% 18.2% いじめは絶対してはいけないと思う。 93.8% 5.0% 1.3%

9
学校は授業・休み時間などで体力
向上のための指導や取り組みをして
いる。

38.6% 54.5% 4.5% 36.4% 63.6%
自分からすすんで体をきたえようとし
ている。 72.5% 18.8% 7.5% 1.3%

10
学校は交通事故防止・災害対応・感
染症対策など安全についての指導
や取り組みをしている。

45.5% 52.3% 63.6% 36.4%
あぶなくないように心掛けて遊んだ
り，生活したりしてる。 71.3% 26.3% 2.5%

11
学校は校舎をきれいに整え設備の
管理を適切に行っている。 43.2% 56.8% 27.3% 72.7%

整理整頓を心がけ，掃除をきちんと
している。 72.5% 22.5% 5.0%

12
学校は食事・睡眠・病気の予防など
の健康管理について指導している。 38.6% 61.4% 36.4% 63.6%

早ね早おきや手洗い・うがいなどをき
ちんとしている。 65.0% 26.3% 3.8% 3.8%

13
学校は将来の夢や希望について考
えるための取り組みをしている。 27.3% 61.4% 9.1% 27.3% 63.6% 9.1% 70.6% 20.6% 5.6% 3.1%

自分の目標について家族と，よく話
している。

60.0% 26.3% 8.8% 5.0%

最後までやり遂げて（学習・スポーツ
など）うれしいことがある。

81.3% 15.0% 2.5% 1.3%

14
学校は道徳科やピアサポートの授
業など自分や相手を大切にする心
の育成に取り組んでいる。

40.9% 52.3% 4.5% 36.4% 54.5% 9.1% 66.9% 93.8% 26.3% 12.5%

自分の気持ちを友だちにつたえるこ
とができる。

67.5% 22.5% 8.8% 1.3%

相手の気持ちを考えて、親切にする
ことができる。

65.0% 31.3% 3.8%

学校には自慢できる行事や活動が
ある。

71.3% 16.3% 6.3% 6.3%

自分には良いところがある。 63.8% 23.8% 7.5% 5.0%

15
学校は学校だより・学級通信・ブログ
などで保護者や地域に学校の様子
を伝えている。

61.4% 34.1% 4.5% 81.8% 18.2%

16
学校は保護者や地域と協力して教
育活動に取り組んでいる。 50.0% 47.7% 2.3% 63.6% 36.4%

経
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自由回答欄より 

保護者 

 
教職員 

 
２年 

 
３年 

 
６年 

 

○

〇

△

△

△

△

いつも子供への丁寧な対応ありがとうございます。毎日楽しそうに登校していき、安
心しています。
子どもは楽しく学校に行ってるので、先生方のことを信頼してます。特に改善点等あ
りません。

iPadを毎日自宅に持ち帰る必要性を感じないです。本人に何度話をしても結局iPadで
宿題をやってそのままダラダラ使い続けたり、借りているものだという意識も低く、
私物化してしまうので、持ち帰らずに学校で使うだけで十分だと思います。

タブレットを家で使用している様子がほとんど見受けられないですが、持ち帰らない
といけないのでしょうか？ランドセルが重くなってます。

三年生ですが、宿題がタブレットで出ないので、以前まではタブレットだったりした
ので。それが良いのか悪いのかわかりません。漢字などは紙の宿題で書くことは大事
だと思います。学級通信に写真がないので、子供の写真があるとありがたいです。

その他の意見として、アプリを活用して、出欠の有無やおたよりの配信などを行なっ
てもらえるとより便利かと思います。（ペーパーレスにも繋がると思います。）

○

△

△

学年間に差があったりもするが，みんな頑張ってくれている。「そう思わない」の評
価はしていません。

宿題にまじめに取り組む提出するが，自主学習となると一部の児童に限られてします
ので，簡易な目標を立てさせて全員が取り組むようにさせるとよいかも（低学年なの
で自分でなかなか取り組もうとしないのが現状）

図書の量が不足しているため，同じ本を読まざるを得ない。

○ むずかしい問題を出してほしい。

× 帰ってから　いじめられたり　嫌なこと

△

△

× 頭痛

私が手を挙げたりしたらあててほしい。私の意見を聞いてほしい。

もっと私が手を挙げたりしたらあててほしい。

△

△

△ 自転車通学をOKにしてほしい。他２名

△ ６年遠足で岩見沢公園に行きたいです。

× もっと楽しい学校がいい。

× イタズラされる。

×

×

エアコン・クーラーをつけてほしい。他６名

僕は最近，ふざけかもしれませんが出口透真さんに消しゴムを取られることがありま
す。

菌をなすりつけるのをまだやめていないです。やめてと言っても無駄なんです。

エアコン，プール



学校評価アンケートについての担当者見解 
 

１．学校評価アンケートの取り方について 

 ・ 保護者アンケートは，メールアドレスを記入していただき１回のみとした。 

 ・ 教職員・児童アンケートは，より簡易なものにするように 

   「メールアドレス」「１回」の項目は，はずした。 

    

 ● 保護者アンケートが４４件 → アンケートの広告が足りなかった。 

     次回は，期間を長くして広く呼び掛ける。 

     保護者懇談なども利用する。 

 ● 誰のアンケートか     → 記名欄がないので，どなたの意見かを知ることができ 

ない。 

     児童の回答にも，すぐに対応したいものがあったが対応 

ができない。 

例）②帰ってから いじめられたり 嫌なこと 

  ③手を挙げたらあててほしい。私の意見を聞いてほ 

しい。 

       ⑥もっと楽しい学校がいい。イタズラされる。菌の 

なすりあい。からかい。 

     次回は，記名欄（任意ではある）を設定する。児童・教 

職員は，メールアドレスを記入 

 

２．項目ごとの見解 

項目２（タブレットの使用） 

  ３（どちらかといえばそう思わない）４（そう思わない）の回答が，保護者アンケートに

11.3%あり，自由回答欄に 

  「iPad を毎日自宅に持ち帰る必要性を感じない。」「タブレットを家で使用している様子が

ほとんど見受けられない」「タブレットでの宿題が出ない」などもありました。 

 ● タブレットの活用について今一度保護者に確認する。 

   デジタルドリルや調べ学習への取り組みなど 

 

 項目３（家庭学習） 

  ３・４の回答が，保護者 20.5% 教職員 27.3%あり，教職員のアンケートにも 

  「宿題にまじめに取り組み提出するが，自主学習となると一部の児童に限られています。簡

易な目標を立てさせて全員が取り組むようにさせるといいかも」の回答あり 

 ● 家庭学習の取り組みについて，共通理解が必要 

 

 項目６（居心地の良い場所） 

  ３の回答が，教職員アンケートが 18.2％←児童アンケートとの差 

 

 項目１３（自分の目標）・項目１４（自分や相手を大切にする取り組み） 

  ３・４の回答が，児童アンケートが 10％を超えている。 

 ●キャリア教育，ピアサポートなどの学習の取り組みにより，ポイントを減らしていきたい。 

 

 

 

 

 



教職員アンケート２の結果 

 
 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

そう思う

どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ

ない

1
（教育目標）
教育目標は、適切である。

8 3 0 0

2
（教育課程）
創意ある教育課程を編成・実践し、その都度改善を加えている。

5 6 0 0

3
（教科指導）
学習指導は、基礎・基本の確実な定着に向け、組織的（朝学習やＴＴ・家庭学習
など）に取り組まれ子どもたちの成長に結びついている。

5 6 0 0

4
（道徳教育）
道徳教育は、道徳の時間を中心に教育活動全体を通して取り組まれている。

7 4 0 0

5
（外国語活動）
外国語活動は、ＡＬＴ等との連携を図った指導体制と指導方法の工夫がなされて
いる。

8 3 0 0

6
（総合的な学習の時間）
総合的な学習の時間は、主体的に学び、課題解決する力など発達段階に応じ
た力を身に付けさせる取組になっている。

4 7 0 0

7
（特別活動）
特別活動は、集団での学びや異年齢交流などから、発達段階に応じた力を身に
付ける取組になっている。

6 5 0 0

8
（生徒指導）
生徒指導は、家庭や地域・関係機関と連携し組織全体で情報を共有し、共通理
解の下、取り組まれている。

7 4 0 0

9
（健康安全指導）
ケガや病気等の緊急時の対応や交通安全対策は、十分に行われている。

3 8 0 0

10
特

別

支

援 学校は将来の夢や希望について考えるための取り組みをしている。 5 5 1 0

11
研

修
学校は道徳科やピアサポートの授業など自分や相手を大切にする心の育成に
取り組んでいる。

6 5 0 0

12

（教育環境）
図書や教材・教具の整備、掲示や清掃の環境美化などが十分なされ、子どもの
成長に結び付いている。子どもたちは、安全に留意した遊びや行動を行うことが
できる。

2 8 1 0

13
（学年・学級経営）
学年・学級間相互の連携を密にした機能的、効果的な経営になっている。

3 8 0 0

14
（学校事務）
公文書の管理（保存・廃棄）の方法をはじめとする学校事務は、各職員に理解さ
れ適正に行われている。

5 6 0 0

15
（家庭や地域、他校種との連携）
学校と保護者や地域住民に情報提供がなされ、校外からの情報や思いを学校
運営に反映している。

8 3 0 0

16
（教育の情報化）
タブレットやネットワークを有効に活用している。

9 2 0 0

17
（危機管理）
コロナウイルス感染予防対策について適切に情報共有し、学校全体で対策に取
り組んでいる。

9 2 0 0

18
（安全点検）
施設設備の安全点検をはじめ、日常的に危機管理の意識をもって対応してい
る。

6 5 0 0

※「そう思わない」の評価をつけた方は、その理由および改善策（要望）を記述していただければ幸いです。

○

△

△
図書の量が不足しているため，同じ本を読まざるを得な
い。

学

校

全

体

NO． 質　　問　　項　目

教

科

等

指

導

生

徒

指

導

環

境

・

そ

の

他

学年間に差があったりもするが，みんな頑張ってくれている。「そう思わない」の評
価はしていません。

宿題にまじめに取り組む提出するが，自主学習となると一部の児童に限られてします
ので，簡易な目標を立てさせて全員が取り組むようにさせるとよいかも（低学年なの
で自分でなかなか取り組もうとしないのが現状）



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO． 質　　問　　項　目 児童 保護者 教職員 全体 判定

1 学校は説明がわかりやすく児童が主体的に活動する授業づくりをしている。 3.7 3.4 3.5 3.7 良好

2 学校はタブレットの活用など学力向上のための取り組みをしている。 3.9 3.5 3.9 3.7 良好

3 児童は授業での学習内容を活かし主体的に家庭学習に取り組んでいる。 3.7 3.1 2.9 3.4 良好

4 学校は児童の学習状況を適切に評価している。 3.6 3.6 3.4 3.6 良好

5 お子さんは学校に通うことが楽しいと感じている。 3.6 3.4 3.5 3.5 良好

6 学級は児童一人一人が受け入れられる居心地の良い場所になっている。 3.7 3.4 3.2 3.6 良好

7 児童は明るく元気にあいさつしている。 3.7 3.3 3.1 3.5 良好

8
学校はアンケートや相談活動など，悩み事への対応やいじめのない学校作
りをしている。 3.9 3.3 3.8 3.7 良好

9
学校は授業・休み時間などで体力向上のための指導や取り組みをしてい
る。 3.6 3.3 3.4 3.5 良好

10
学校は交通事故防止・災害対応・感染症対策など安全についての指導や
取り組みをしている。 3.7 3.4 3.6 3.6 良好

11 学校は校舎をきれいに整え設備の管理を適切に行っている。 3.7 3.4 3.3 3.6 良好

12 学校は食事・睡眠・病気の予防などの健康管理について指導している。 3.5 3.4 3.4 3.5 良好

13 学校は将来の夢や希望について考えるための取り組みをしている。 3.6 3.1 3.2 3.5 良好

14
学校は道徳科やピアサポートの授業など自分や相手を大切にする心の育
成に取り組んでいる。 3.6 3.3 3.3 3.5 良好

15
学校は学校だより・学級通信・ブログなどで保護者や地域に学校の様子を
伝えている。 3.6 3.8 3.6 良好

16 学校は保護者や地域と協力して教育活動に取り組んでいる。 3.5 3.6 3.5 良好

●評価基準
A)そう思う　　B)ややそう思う　　C）あまりそう思わない　　D）そう思わない

●評価判定基準（A=4,B=3,C=2,D=1として集計）
・評価の平均が4.0（すべてA） … 達成
・評価の平均が3.25以上～4.0未満（概ねBを中心にCよりもAが多い） … 良好
・評価の平均が1.75以上～3.25未満（概ねCを中心にDよりもBが多い） … 要検討
・評価の平均が1.75未満（概ねCを中心にBよりもＤが多い） … 要対策

生
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岩見沢市立第二小学校

令和５年度　第１回学校評価アンケート集計結果（７月実施）
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令和５年 ８月１７日 

保護者の皆様へ 

岩見沢市立第二小学校 

校長 澤 口 純 一 

 

前期教育活動についてのアンケートのお願い 
 

残暑の候，保護者の皆様におかれましては，益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。ま

た，日頃から本校の教育活動に対しまして，ご理解とご協力とご支援を賜り，心より厚くお礼

申し上げます。 

さて，本校では，７月と１２月に保護者の皆様に「第二小学校教育活動についてアンケート

調査」をお願いし，今年度の教育活動を見直し，学校経営の改善等に反映していきます。 

調査結果をもとに，より一層子どもたちや保護者の皆様の願いや期待に応える学校にしてい

きたいと考えております。 

また，今年度からアンケートの方法を変え，「グーグルフォーム」での回答をお願いしてい

ましたが，例年に比べ，回答数が少ないので，期日を延長したいと思います。まだ，アンケー

トを出されていないご家庭がありましたら，時節柄何かとご多忙中のこととは存じますが，趣

旨をご理解の上，アンケートにご協力くださいますようお願い申し上げます。 

（なお，回答は１回に制限されておりますので，提出済みの方は大丈夫です。） 

 

記 

１． 記入方法 

【グーグルフォームでの回答をお願いします。】 

（１）左記のＱＲコードより，アンケートの項目にお答えください。 

   回答は1回に制限されています。 

（２）アンケートの重複確認のため，メールアドレスを収集する設定 

にしてあります。個人を特定するためではありませんので， 

アンケート集計後はメールアドレスを削除します。 

（３）児童のIPadを使用して，回答することも可能です。 

（くれぐれも児童が回答することがないように，お気をつけ下さい。） 

 

２． 提出方法 

（１）８月３１日（木）までに回答して，送信をお願いします。 

   回答は1回に制限されています。 

 

３． その他 

（１）保護者の皆様からいただいたアンケートの結果は，集計と分析後，「学校便り」等で 

お知らせいたします。 

（２）提出されたご意見・改善策（要望）につきましては迅速に対応いたします。 

（３）記入に際しまして，ご不明な点がございましたら，学校（℡２６－１５０４ 

担当：教頭）までお問い合わせください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※肯定的意見が90％を超えた項目は黄色、課題としてとらえる項目は水色で網掛けしています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 心身健やかに よく考え 協調し合う子の育成  ～学び合う子 認め合う子 磨き合う子～ 

  

 

 
 

               

令和５年９月２１日   岩見沢市立第二小学校 
 

Niti  

日       No.2 

 

 

１０月の生活目標 

「当番や係、委員会活動に 

積極的に取り組もう」  

 

 
前期学校評価アンケートの結果について 

保護者の皆様にご協力いただいた『前期学校評価アンケート』の結果についてお知らせいたします。

今回の結果を基に改善を図り、今後の学校経営に生かして参ります。  

 

  質  問  項 目 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
わ

な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

１ 

学
力
向
上 

学校は説明がわかりやすく児童が主体的に活動する授業づくりをしている。 39.3% 58.9% 0% 1.8% 

２ 学校はタブレットの活用など学力向上のための取り組みをしている。 57.9% 33.3% 5.3% 3.5% 

３ 児童は授業での学習内容を活かし主体的に家庭学習に取り組んでいる。 29.8% 47.4% 19.3% 3.5% 

４ 学校は児童の学習状況を適切に評価している。 52.6% 43.9% 1.8% 1.8% 

５ 

生
徒
指
導 

お子さんは学校に通うことが楽しいと感じている。 49.1% 43.9% 3.5% 3.5% 

６ 学級は児童一人一人が受け入れられる居心地の良い場所になっている。 47.4% 43.9% 7.0% 1.8% 

７ 児童は明るく元気にあいさつしている。 31.6% 56.1% 12.3% 0% 

８ 
学校はアンケートや相談活動など，悩み事への対応やいじめのない学校作りをし

ている。 
33.3% 63.2% 1.8% 1.8% 

９ 

健
康
安
全 

学校は授業・休み時間などで体力向上のための指導や取り組みをしている。 35.7% 57.1% 7.1% 0% 

10 
学校は交通事故防止・災害対応・感染症対策など安全についての指導や取り組み

をしている。 
42.9 57.1% 0% 0% 

11 学校は校舎をきれいに整え設備の管理を適切に行っている。 43.9% 54.4% 1.8% 0% 

12 学校は食事・睡眠・病気の予防などの健康管理について指導している。 36.8% 61.4% 1.8% 0% 

13 
経
営 

方
針 

学校は将来の夢や希望について考えるための取り組みをしている。 25.5% 60.0% 12.7% 1.8% 

14 
学校は道徳科やピアサポートの授業など自分や相手を大切にする心の育成に取り

組んでいる。 
38.2% 58.2% 3.6% 0% 

15 地
域 

連
携 

学校は学校だより・学級通信・ブログなどで保護者や地域に学校の様子を伝えて

いる。 
64.3% 32.1% 3.6% 0% 

16 学校は保護者や地域と協力して教育活動に取り組んでいる。 51.8% 44.6% 0% 3.6% 

 

〈考 察〉 
今年度は，上幌向中学校と保護者アンケートの項目をそろえ，取り組みました。 

【学力向上】肯定的な回答が多いが、『児童は授業での学習内容を活かし，主体的に家庭学習に取り組む』習慣が

ついていないという回答が23％近くとなっている。今後はタブレットを日常的に活用することで、主体的に繰り

返し復習する習慣が身に付く取組を進めます。 

【生徒指導】肯定的な回答が多いが，「児童の明るく元気なあいさつ」については自由記述にも挙げられていまし

た。コロナ対策でできなかったあいさつ活動を今後の児童会とも連携してすすめていきます。 

【健康安全】肯定的な回答が多い。引き続き子どもたちが運動を楽しいと感じられるよう、朝体育等の内容を工夫

します。 

【経営方針】【地域連携】肯定的な回答が多い。今後も，ピアサポートなど中心に人間関係を広げていく活動を継

続します。また，保護者の意見を学校経営に活かしていきます。 

【自由記述より】 

『宿題・家庭学習の習慣』「家庭でのタブレットの活用」の意見がありました。タブレットの活用の仕方などをプ

リントなどで提示していきます。「教員の発言や対応，授業の流れ」などについてもご意見をいただきました。ま

た，コロナ対応が緩やかになりつつあるので，子ども達の体験的な活動の幅が広がるといいというご要望もいただ

きました。アンケートのご協力本当にありがとうございました。 

行動することの大切さ 

校 長   澤 口 純 一    

  ある日、学校の廊下に、ペーパータオルが3枚落ちていました。一人の子が気づき、足下の１枚を拾い、ゴ

ミ箱に捨ててくれました。その後、やや離れた所に落ちていた残り 2 枚を拾い、同じように捨ててくれました。

その直後、笑みを浮かべたその子は私が後ろにいることに気づき、照れ笑いを見せて教室に戻りました。こ

の子は、頼まれたわけでもなく、褒められたくて拾ったわけでもありません。最初の笑みは“ゴミがあったか

ら拾って捨てた。拾ったら廊下がきれいになったので気持ちよくなった”という心境だったのではないでしょ

うか。 

奈良にある有名なお寺の僧侶さんの話、「心の持ち方やありようによって行動が変わり、行動を変えると

心の持ち方やありようが変わる」というお話を聞いたことがあります。「つまらないな、と思いながら勉強をし

ていたら、つい寝てしまった」（心が行動をそうさせる）、ということもあれば、「寝不足だが姿勢を正して顔を

前に向けたら元気な心が生まれた」（行動が心をかえる）、ということもある、とお話していました。 

さて、道徳科の目標には次のようなことが記されています。 

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、

物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、

実践意欲と態度を育てる。 

様々な学びを通して道徳的諸価値を理解し、判断力、心情、実践意欲・態度を育てる、という内容で、先述

の僧侶さんの話に照らすと「心が行動をそうさせる」という順に育てる、とも読み取れます。 

しかし、心が先か、行動が先か、といったものは、人の成長にとってそれほど重要ではないと考えます。例

えば「心の底から優しいことをしたいと考えていても行動できない人」もいれば、「決して純粋な気持ちでは

ないけど、よいことを行っている人」もいるのです。大切なことは行動すること。きっかけは様々でも行動した

ことに価値がある、と認めることが大切であり、その結果心が育っていく、そういう場合もあるはずです。 

私を含め、人は思っていても行動にすることがなかなかできないものです。人目が気になって行動するこ

とに臆病になることもあります。子どもに関わる大人が子どもたちの良い行いを認めることで、子どもたちの

心が育つ。そして次の実践意欲につながっていく。そうした「育み」を大切に紡いでいきたいですね。 



保護者アンケート 38 /99
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
う思わ
ない

そう思
わない

1
お子さんは　主体的に取り組み、よく考えて　学習に　取り組ん
でいますか？ 10 20 5 3 38

2 第二小の子どもたちは、仲間と協働して　学び合っていますか？ 16 19 2 1 38

3
お子さんは　自身の理解度に合わせて、意欲的に　学習に取り組
んでいますか？ 12 18 5 3 38

4
第二小の子どもたちは、きまりや礼儀などの社会性を　身につけ
ていますか？ 9 27 2 0 38

5
お子さんは　貢献したり　感謝されたりして　自身の存在感を
高めていますか？ 18 16 3 1 38

6
第二小の子どもたちは　互いの個性を認め合い、互いに協調し
あっていますか？ 13 22 2 1 38

7
お子さんは　運動習慣を身につけ、体力を高めるために　取り組
んでいますか？ 14 11 9 4 38

8
お子さんは　命の尊さを知り、自他の命を　大切にしています
か？ 24 14 0 0 38

9
お子さんは、　正しい生活習慣を　身につけるなど、自律的に
行動していますか？ 12 15 9 2 38

※「その他」　気になることなどありましたら、記述してください。

○ 16 倉知賛歩 １年
△ 12 葛西 晴美 ４年

△ 23 yu.yu.ta.4070.k@gmail.com ３年

▲ 14 濱本博子 ３年

▲ 5 鬼澤麻紀 ４年

▲ 35 e.cd9a.koji@gmail.com ６年

質　　問　　項　　目NO．

目上の人に対する態度や言葉遣いが気になる子どもが目に付く時があるので、平均するとよい
評価になるが、差が激しくて回答を悩むものもあった。

家庭学習などの学習の取り組みについて、子どもたちや親がわかりやすくどの先生に教えられ
ても変わらず学習できるようなマニュアルを作って欲しい。子どもたち同士でも、どのような
家庭学習に取り組んでるかを発表し合い、その取り組みの幅を広げられるようにしてほしい。

いつもと違う事をした日などの事がブログにのってるといいなと思っています。

家庭学習ですが、よくわかる第二小の家庭学習の手引きがありますが、毎日取り組めているの
かの確認が、各担任によって対応が違ったり、温度差があるように感じます。せっかく手引き
があるのに、先生の対応が違うと、家庭学習の習慣付けにも影響してるなと思います。各先生
によって対応方法に任せるのではなく、全学年で先生の対応方法を統一してほしいです。今の
ままでは、サポートする親側もやりにくいです。

先生方の関わりいつも感謝です。

iPadを家に持ち帰る必要性を感じない。宿題以外に学習に使用することはなく、関係の無い動
画をずっと見続けるなど、暇つぶしの道具になっている。何度怒られても、注意や話し合いを
しても状況は変わらず、親子関係にも良くないと感じている。これから冬休みに入ると毎日こ
のようなことが続くのでiPadの使用は学校内だけにして頂けると本当に有り難いです。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
う思わ
ない

そう思
わない

1 子どもたちは　主体的に学び、深く思考しています。 2 9 2 0 13

2 子どもたちは　仲間とともに探求し、協働的に学んでいる。 5 7 1 0 13

3
子どもたちは　メタ認知をもとに　学びに向かう力を　醸成して
いる。 2 7 4 0 13

4
子どもたちは　きまりや礼儀の意味を考え、社会性を身につけて
いる。 1 12 0 0 13

5 子どもたちは　貢献や感謝を通じ　自己有用感を高めている。 3 10 0 0 13

6 子どもたちは　互いに多様性を認め、協調し合っている。 2 7 4 0 13

7 子どもたちは　目標をもち、自己の体力を高めようとしている。 2 8 3 0 13

8 子どもたちは　命の尊さを知り、自他の命を大切にしている。 1 12 0 0 13

9
子どもたちは　正しい生活習慣を身につけるなど、自律的に行動
している。 0 11 2 0 13

※「その他」　気になることなどありましたら、記述してください。

△ 一方的な話を鵜呑みにして友人間でトラブルになるケースが結構ある。

NO． 質　　問　　項　　目
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学校評価ア ン ケ ー ト（保教児%） 38 /99 13 /13 109 /119
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わな
い

そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わな
い

そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わな
い

1 主体的に学び、深く思考する 26.3% 52.6% 13.2% 7.9% 15.4% 69.2% 15.4% 61.5% 34.9% 3.7%

2 共に探求し協働的に学ぶ 42.1% 50.0% 5.3% 2.6% 38.5% 53.8% 7.7% 59.6% 36.7% 0.9% 2.8%

3 メタ認知をもとに学びに向かう力を醸成する 31.6% 47.4% 13.2% 7.9% 15.4% 53.8% 30.8% 50.5% 44.0% 4.6% 0.9%

4 きまりや礼儀の意味を考え、社会性を身につける 23.7% 71.1% 5.3% 7.7% 92.3% 60.9% 28.1% 8.3% 2.8%

5 貢献や感謝を通じて自己有用感を高め合う 47.4% 42.1% 7.9% 2.6% 23.1% 76.9% 73.4% 23.9% 0.9% 1.8%

6 相互に多様性を認め、協調する 34.2% 57.9% 5.3% 2.6% 15.4% 53.8% 30.8% 55.0% 38.5% 4.6% 1.8%

7 目標をもち自己の体力を高める 36.8% 28.9% 23.7% 10.5% 15.4% 61.5% 23.1% 69.7% 23.6% 5.6% 1.1%

8 生命の尊さを知り、命を守る 63.2% 36.8% 7.7% 92.3% 78.4% 15.6% 3.2% 2.8%

9 自立と自律の確立に向けた自己指導力の向上 31.6% 39.5% 23.7% 5.3% 84.6% 15.4% 56.5% 37.1% 4.8% 1.6%

保護者 教職員 児童合計
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身
健
や
か
に

磨
き
合
う
子
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2024/1/19 

教務Ⅰ 

学校評価アンケートについての担当者見解 
 

× アンケートの回収率が悪かった。 

 ・保護者アンケート（38 家庭/99）  ・教職員アンケート（７人/13） 

 ・児童アンケート（101 人/119） 

 ●教職員と６年生の分は今後集める。 

 

 ○懇談会でもアンケートの話題を出してもらった。（保護者） 

 ○途中２回 サクランズの朝でも確認した。（保護者・教職員・児童） 

 ○何らかの工夫が必要。→紙での集計に戻した方が良いのではないか。 

 

 

○ 項目ごとでは、おおむね肯定的な回答が多くみられた。 

 ・保護者７「お子さんは 運動習慣を身につけ、体力を高めるために 取り組んでいますか？」 

  65.7％ 

 ・保護者 9「お子さんは、正しい生活習慣を 身につけるなど、自律的に行動してますか？」 

  71.1％ 

 

○保護者の自由記述では、 

 ・家庭学習の手引きに関するものが２件 

 ・iPad の持ち帰り、使用に関してが１件 

 ・ブログの内容が１件 

 ・目上の人に対する態度や言葉遣いが１件 

○児童の自由記述では、 

 ・教室内での記述（隣の人がうるさい。けんか。耳に響くような声。スクラッチの使用） 

 ・運動会を午後も。全学年で触れ合うことを増やす。月金は５時間にしてほしい。などの意見 

もあった。 

 

係見解 

 ・タブレット通信などでの啓蒙ができている。 

 ・家庭学習のあり方については、今後も進めていく。 

 ・今回が初めての項目なので、何年か続けると変化が分かるのではないか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質 問 項 目 
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よ
く
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学
び
合
う
子 

１ お子さんは 主体的に取り組み、よく考えて 学習に 取り組んでいますか？ 26.3% 52.6% 13.2% 7.9% 

２ 第二小の子どもたちは、仲間と協働して 学び合っていますか？ 42.1% 50.0% 5.3% 2.6% 

３ お子さんは 自身の理解度に合わせて、意欲的に 学習に取り組んでいますか？ 31.6% 47.3% 13.2% 7.9% 

協
調
し
合
い 

認
め
合
う
子 

４ 第二小の子どもたちは、きまりや礼儀などの社会性を 身につけていますか？ 23.7% 71.0% 5.3% 0% 

５ お子さんは 貢献したり感謝されたりして 自身の存在感を 高めていますか？ 47.4% 42.1% 7.9% 2.6% 

６ 第二小の子どもたちは 互いの個性を認め合い、互いに協調しあっていますか？ 34.2% 57.9% 5.3% 2.6% 

心
身
健
や
か
に 

磨
き
合
う
子 

７ お子さんは 運動習慣を身につけ、体力を高めるために 取り組んでいますか？ 36.9% 28.9% 23.7% 10.5% 

８ お子さんは 命の尊さを知り、自他の命を 大切にしていますか？ 63.2% 36.8% 0% 0% 

９ お子さんは、 正しい生活習慣を 身につけるなど、自律的に 行動していますか？ 31.6% 39.4% 23.7% 5.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 心身健やかに よく考え 協調し合う子の育成  ～学び合う子 認め合う子 磨き合う子～ 

  

 

 
 

               

令和６年２月２２日  岩見沢市立第二小学校 
 

Niti  

日       No.2 

 

 

３月の生活目標 

「室内の遊び方を考え 

仲良く遊ぼう」  

 

 
後期学校評価アンケートの結果について 

保護者の皆様にご協力いただいた『後期学校評価アンケート』の結果についてお知らせいたします。

今回の結果を基に改善を図り、今後の学校経営に生かして参ります。  

 

成長を支える、助ける 

校 長   澤 口 純 一    

 

  卒業を控えた６年生は、現在「パワーアップ学習」に取り組んでいます。月曜日の６校時、小学校

算数で学習した様々な分野の問題から抽出した練習問題に挑戦しています。苦手な分野の解き方

等、学習を振り返りながら思い出したり学び直しをしたりしていますが、その学習支援を、担任や時

間講師の先生、校長、教頭、授業を終えた低学年の先生方がサポートしています。また、４月からお

世話になる上幌向中の先生に来校していただき、サポートに加わる計画もあります。 

 

                                学習支援は人的なサポートだけではありません。現在本校 

に導入しているタブレット端末を使ったドリルはAI機能が備 

わっており、正答・誤答によってサポート問題が自動的に出題 

されるようにプログラムされています。 

  また、昨年試行で取り入れていた電子書籍は、児童の興味 

関心を引き出す効果が非常に高く、搭載された冊数も一千冊 

を超えており、「自ら学ぶ」上で質・量ともに最適な学習ツール 

であることと実感したところです。 

 

  さて、タブレット導入の際、多くの方が視力 

の低下を懸念されましたが、タブレット導入以 

降の令和３年から５年の３年間の本校児童の 

結果を比較してみました。結果、統計的には大 

きな低下がみられませんでしたが、今後も使 

用時間等に配慮して活用して参ります。 

  学習は教えられるより自ら学ぶ方が、はるかに効果が高いです。これからも様々な方策を適時適

切に取り入れて「学びを支える」姿勢を大切に、よく考える子の育成を目指して参ります。 

〈考 察〉 

【よく考え 学び合う子】肯定的な回答が多く、「仲間と協働して学び合っている」の回答が特に多くなっ

ています。今後は、「意欲的に学習に取り組む」の改善、充実のために「タブレットの有効活用」や「家

庭学習の充実」を図り、主体的に学習する子を増やしていきます。 
 

【協調し合い 認め合う子】肯定的な回答が多く、子ども達は「お互いの個性を認め合うこと」ができて

いることが伺えます。また、きまりや礼儀をなどの社会性を身につけているとも考えられます。 
 

【心身健やかに磨き合う子】他の２項目に比べ、肯定的な回答がやや少ないです。引き続き子どもたちが運

動を楽しいと感じられる工夫や、正しい生活習慣を身につけさせるための声かけをしていきます。 

 

【自由記述より】 

・家庭学習の取り組み方や確認の仕方に、学級間で差があるのではないかというご意見をいただきまし

た。『家庭学習の手引き』に基づいた取組みができているかを再確認しました。今後、家庭学習の取組を

全校で統一していきます。 

・「目上の人に対する態度や言葉遣いが気になる子どもが目につく」とのご意見もいただきました。「全体

的にはよくできているが、少し気になる子もいる」ということでしたので、学活や道徳などでもう一度

きまりや礼儀について考える学習を取り入れていきます。 

 

※今年度から、保護者アンケートをグーグルフォームで集める方式に変更しました。集計は効率的でした

が、集計数が減ってしまいました。次年度からは「グーグルフォーム」と「アンケート用紙」のどちら

かを選択して答えていただくように致します。アンケートへのご協力、本当にありがとうございまし

た。 



領域 評価項目 評価 判定 ご意見

1 学校経営

・資質・能力の伸長を果たす「授業
  再生」改革
・すべての子どもが輝く「児童理
  解」の深化

3.80 良好
・①学校経営の項目は多岐にわたるが、その相乗効果はどうか　②教員等の残業、健康管理の実態はどうか　③心身
 とも健康体で良い結果が得られると思う※岩見沢市内の全体的なことを何かの機会に教えてほしい。
・大器晩成、ゆっくり成長する子どももいます。あせらせずに。

2 学力向上
・主体的・対話的で深い学びの実現
・ＩＣＴ機器の効果的な活用

3.90 良好

・全体的及び科目ごとの向上はどうかなど、わからないが、個々の差が開かないような体制をお願いしたい。帰宅時
 間が定まっていると思うので。
・学校学習の中で、効果的にICT機器が使われてる。
・機器操作の巧拙による理解度の差を見極める必要がある。

3 生徒指導

・いじめを許さない集団づくり
・自己肯定感・自己有用感を高める
　取り組み

3.70 良好

・①いじめがないことを祈っています　②新聞紙上では、いじめ・学校側の連携不足・市教委の問題等が見受けられる　③自己肯定感＆自己有用感を
 高める取組をよろしく。
・いじめをなくす取組もいいですが、ゼロにはできないと思うので、いじめられたときのいじめへの向き合い方やどういう人に相談したらいいのか、逃
 げ方などを教える取組にも力を入れたらいいと思う。
・ICTによる感情面への悪影響が不安である。
・目配り気配りで今後も0件を目指していただきたい。
・普段時、遊びの時発生していると思われます。注視してください。

4 健康安全
・進んで体を動かす子の育成
・健康で規則正しい生活習慣

3.80 良好

・子どもたちの登下校時の姿を見ているが、あまり悪ふざけする姿は見られない。
・友達同士で遊ぶ姿を日常的に見たいのが本音です。
・子どもがサッカーしたいとなったとき、「学校でやればよくない？」ときくと、「使えない」といわれたので、クラブチームがないときは、放課後使えるように
してほしい。自分は札幌ですが、友達と約束して一回帰ってその後みんなで集まってサッカーをしたり自由でした。
・夜更かしをして、登校時遅れ気味の子が目立つ。学校でも指導を期待。
・冬期間、体を動かさないので体育館で柔軟性を重視しランニングに力を入れてください。

5 地域連携

・地域への情報発信
・学びの効果を最大にする「エリア
　連携」の形成

3.90 良好

・各家庭、町内会、掲示板等で情報提供をしているので、とても良いと思っている。
・エリア連携について、よく実態がわからないので何かの機会に教えてほしい。
・50周年を踏まえた活動がよかった
・学校便りの定期発行による地域への情報発信が素晴らしい

●評価基準

●評価判定基準（Ａ＝４、Ｂ＝３、Ｃ＝２、Ｄ＝１として集計）

Ｒ5．１２．１8　上幌向中学校区学校運営協議会事務局

令和5年度　学校関係者評価　集計結果　（第二小学校）

評価平均4.0：達成　　評価平均3.25以上～4.0未満：良好　　評価平均1.75以上～3.25未満：要検討　　評価平均1.75未満：要対策

Ａ：適切　　Ｂ：おおむね適切　　Ｃ：あまり適切でない　　Ｄ：適切でない


